
古紙配合率100％再生紙を使用 環境にやさしい大豆インキを使用 
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毎月1日発行 
 

移動町長室～幸田中学校～
　11月 21 日幸田中学校で移動町長室が行われ、子どもたちから町長へのたくさんの要望や質問がありました。

今回はその中の主なものを紹介します。

生徒「幸田町のごみはどのように処理されているのですか」

町長「燃やすごみは、岡崎市にお願いをして処理をしてもらっています。しかし、燃やせば大気を汚す心配があ

り、資源循環型を目指して、燃やさず分別収集の徹底と再資源化に取り組んでいます。また、現在六栗地内に一

般廃棄物最終処分場を建設しており、来年度完成です。この施設では、今長野県の小
こ

諸
もろ

市に処分してもらっている、

ガラスくずなどの埋立ごみを処理します」

生徒「1人で住んでいるお年寄りの地震対策は何か考えていますか」

町長「現在、東海地震・東南海地震はいつ発生してもおかしくない状況にあります。まず、学校施設を優先に避

難場所の耐震化を行っています。また、一般住宅については耐震診断調査の補助をしています。さらに、1人暮

らしのお年寄りを中心に、家具の転倒防止金具の取り付けを無償で行う予定です」

生徒「今後のまちづくりについてどのように考えていますか」

町長「幸田町は、かつては農業のまちであったが、現在は都市化も進んでいます。自然が豊かなだけでなく、生

活するのに便利、快適なまちを目指していきたいと思っています。人と自然を大切にする緑住文化都市が幸田町

のモットーです。また、人口は 5万人を目指します」




